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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
掃除機本体に接続される集塵ホースの手元操作部と吸込口体との間に設けられる伸縮自在
な伸縮管を備えた電気掃除機であって、
　前記伸縮管は、第１パイプと、この第１パイプ内に引き出し可能に収納され且つ第１パ
イプの一端から引き出して任意の伸長位置に固定可能な第２パイプと、この第２パイプ内
に収納される収納位置とこの第２パイプの一端から引き出されて伸長する伸長位置とに移
動可能な第３パイプとを少なくとも備え、
　前記第２パイプの径方向に移動して前記第３パイプのロックやロック解除を行うロック
手段を前記第２パイプの一端側に設け、
　前記第１パイプの一端部に操作片を設け、
　この操作片は、第２パイプの位置と第３パイプの移動位置とに応じて、前記ロック手段
を径方向に移動させて第３パイプのロックと、このロックの解除とを行い、
　前記ロック手段は、前記第３パイプが伸長位置に移動されたとき、前記第３パイプをロ
ックし、
　前記操作片は、
　　前記第２パイプが前記第１パイプの収納位置に収納された際、前記ロック手段を操作
して前記伸長位置に移動された前記第３パイプのロックを解除し、
　　前記第３パイプが前記第２パイプの収納位置に収納されたとき、前記ロック手段のロ
ック解除を阻止して前記第３パイプを収納位置にロックさせ、
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　　前記第２パイプが前記第１パイプの収納位置から引き出されたとき、前記ロック手段
を操作して前記第３パイプのロックを解除することを特徴とする電気掃除機。
【請求項２】
前記ロック手段は、前記第３パイプを挿通させるとともに所定の径方向に移動可能なロッ
ク部材と、このロック部材を前記所定の径方向に付勢する付勢部材とを有し、前記ロック
部材の内壁面に第１凹部または係止穴を形成し、前記第３パイプに対して前記第１凹部ま
たは係止穴と反対側の前記ロック部材の内壁面に第１突起を形成し、
前記第３パイプは、一端側の外周面に設けられるとともに前記第１凹部または係止穴に係
合する第２突起と、他端側の外周面に軸線に対して前記第２突起と反対側の位置に設けら
れるとともに前記第１突起に係合する第２凹部とを有し、
前記ロック部材は、前記第３パイプが伸長位置に移動されたとき、所定の径方向に移動し
てこのロック部材の前記第１突起を前記第３パイプの前記第２凹部に係合させてこの第３
パイプをロックし、
前記操作片は、前記第２パイプが前記第１パイプの収納位置に収納された際、前記ロック
部材を前記所定の径方向と反対方向へ移動させて前記伸長位置に移動された第３パイプの
ロックを解除し、
この第３パイプが前記第２パイプの収納位置に収納されたとき、前記操作片は前記ロック
部材を所定の径方向の移動を阻止してこのロック部材の前記第１凹部または係止穴を前記
第３パイプの前記第２突起に係合させて前記第３パイプを収納位置にロックさせ、
前記操作片は、前記第２パイプが前記第１パイプの収納位置から引き出されたとき、前記
ロック部材を所定の径方向に移動させて前記第３パイプのロックを解除することを特徴と
する請求項１に記載の電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、伸縮自在な伸縮管を備えた電気掃除機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、掃除機本体に接続される集塵ホースの手元操作部と吸込口体との間に設けら
れる伸縮自在な伸縮管を備えた電気掃除機が知られている（特許文献１参照）。
【０００３】
　かかる電気掃除機の伸縮管は、手元操作管内に引き出し可能に収納される第１パイプと
、この第１パイプ内に引き出し可能に収納される第２パイプと、この第２パイプ内に引き
出し可能に収納される第３パイプとを備えている。
【０００４】
　この伸縮管は、第１～第３パイプを各収納位置や伸長位置にロック手段によりロックす
るが、そのロック手段は手元操作管と第１，第２パイプの先端部にそれぞれ設けられ、各
ロック手段はリング部材で構成され、このリング部材は、軸線方向に延びる複数のアーム
と、このアームの内側に設けた突出部と、リング部材の内周面に設けた環状突部とを有し
ている。
【０００５】
　そして、第１～第３パイプの後部の外周面に設けたカラーをアームの突出部とリング部
材の環状突部との間に位置させることにより、第１～第３パイプの軸線方向の移動が阻止
されて、第１～第３パイプがロックされるものである。
【０００６】
　このロックの解除は、手元操作管等に設けた解放キャッチをリング部材のアームと第１
パイプとの間に挿入して、そのアームを拡開させて前記カラーをアームの突出部とリング
部材の環状突部との間から解放することにより行うものである。
【特許文献１】特表２００４－１００９６０号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、このような電気掃除機にあっては、リング部材のアームを拡開するもの
であるから、そのロックの解除操作に大きな力が必要であり、またリング部材が十分に拡
開されていないと各パイプの伸縮操作に大きな力が必要となる問題があった。
【０００８】
　この発明の目的は、ロックの解除操作が楽に行え、しかも各パイプの伸縮操作が簡単に
行える電気掃除機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
請求項１の発明は、掃除機本体に接続される集塵ホースの手元操作部と吸込口体との間に
設けられる伸縮自在な伸縮管を備えた電気掃除機であって、前記伸縮管は、第１パイプと
、この第１パイプ内に引き出し可能に収納され且つ第１パイプの一端から引き出して任意
の伸長位置に固定可能な第２パイプと、この第２パイプ内に収納される収納位置とこの第
２パイプの一端から引き出されて伸長する伸長位置とに移動可能な第３パイプとを少なく
とも備え、前記第２パイプの径方向に移動して前記第３パイプのロックやロック解除を行
うロック手段を前記第２パイプの一端側に設け、前記第１パイプの一端部に操作片を設け
、この操作片は、第２パイプの位置と第３パイプの移動位置とに応じて、前記ロック手段
を径方向に移動させて第３パイプのロックと、このロックの解除とを行い、前記ロック手
段は、前記第３パイプが伸長位置に移動されたとき、前記第３パイプをロックし、前記操
作片は、前記第２パイプが前記第１パイプの収納位置に収納された際、前記ロック手段を
操作して前記伸長位置に移動された前記第３パイプのロックを解除し、前記第３パイプが
前記第２パイプの収納位置に収納されたとき、前記ロック手段のロック解除を阻止して前
記第３パイプを収納位置にロックさせ、前記第２パイプが前記第１パイプの収納位置から
引き出されたとき、前記ロック手段を操作して前記第３パイプのロックを解除することを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　この発明によれば、径方向に移動して第３パイプのロックやロック解除を行うロック手
段を設けたものであるから、ロックの解除操作が楽に行えるとともに各パイプの伸縮操作
が簡単に行える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、この発明に係る電気掃除機の実施形態である実施例を図面に基づいて説明する。
【実施例】
【００１２】
　図１に示す電気掃除機１０は、掃除機本体１１と、この掃除機本体１１内に設けた集塵
室１２と、この集塵室１２を負圧にする電動送風機１３と、掃除機本体１１の前部に設け
たホース接続口１１ａに一端が着脱可能に接続された集塵ホース１５と、この集塵ホース
１５の他端に設けた手元操作管１７に着脱自在に接続された延長管（伸縮管）２０と、こ
の延長管２０の先端部に着脱自在に接続された吸込口体１００とを備えている。集塵室１
２には、塵埃を慣性分離する塵埃分離部とこの塵埃分離部で分離された塵埃を集塵する集
塵部とを備えた集塵容器（図示せず）が着脱自在に装着されている。
【００１３】
　また、手元操作管１７には操作部１７Ａが設けられており、操作部１７Ａには電動送風
機の強弱を設定する強弱スイッチＳａ，ＳｂとオフスイッチＳｃと吸込口体１００に設け
られたパワーブラシ用のモータＭを駆動させるパワーブラシスイッチＳｄ等とが設けられ
ている。
【００１４】
  延長管２０は、図２ないし図４に示すように、手元操作管１７に着脱自在に接続される
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第１パイプ２１と、この第１パイプ２１内に引き出し可能に収納され且つ第１パイプ２１
の一端から引き出して任意の伸長位置に固定可能な第２パイプ３０と、この第２パイプ３
０内に収納される収納位置とこの第２パイプ３０の一端から引き出されて伸長する伸長位
置とに移動可能な第３パイプ４０とを備えている。この第３パイプ４０の先端部には吸込
口体１００の接続管１０１が接続アダプタ１０２を介して着脱自在に接続されている。
【００１５】
　第１パイプ２１の先端部２１Ａの下側にはクランプケース２２が取り付けられており、
このクランプケース２２にはクランプ部材２３が設けられている。このクランプ部材２３
の操作により第２パイプ３０を任意の伸長位置に固定することができるようになっている
。また、第１パイプ２１の先端部２１Ａには、図５および図６に示すように第１パイプ２
１と第２パイプ３０との間をシールするシールパイプ２４が装着され、このシールパイプ
２４の上部には前方へ突出した操作片２５が形成されている。この操作片２５の先端部２
５Ａにはこの先端部２５Ａが先細りとなる傾斜面２５ａが形成されている。
【００１６】
　また、第１パイプ２１の上部には第１カバーケース２６が取り付けられ、第１パイプ２
１の後部が小径の接続部２１Ｂとなっており、この接続部２１Ｂが手元操作管１７内に接
続されることになる。
【００１７】
　第２パイプ３０は、図７に示すように、下部に軸線方向に沿って等間隔に形成された複
数の凹部（係合部）３１を有しており、先端部（図７において左端部）には大径の接合管
部３２が形成され、後部３０Ｂが図６の鎖線で示すように第１パイプ２１に装着したシー
ルパイプ２４内に挿入されている。凹部３１には第１パイプ２１のクランプ部材２３の先
端部２３ａが係合することにより、第２パイプ３０が任意の伸長長さにロックされる。
【００１８】
　また、接合管部３２の上壁部は第１上壁部３２Ａａと第２上壁部３２Ａｂとからなる２
段に形成され、第１上壁部３２Ａａと第２上壁部３２Ａｂとの間に図５に示す操作片２５
の先端部２５Ａが挿入される隙間３３が形成されている。また、第１上壁部３２Ａａの後
部と第２上壁部３２Ａｂの前部がオーバーラップし、オーバーラップしていない第１上壁
部３２Ａａに穴３４が形成され、接合管部３２の下部にも穴３５が形成されている。
【００１９】
　第２パイプ３０の先端部には、図２ないし図４に示すように飾りリングＫが取り付けら
れており、この飾りリングＫの上部には第２カバーケース３７の先端部が固定されている
。この第２カバーケース３７の後部側は第１カバーケース２６内に挿入されており、第２
パイプ３０が第１パイプ２１から引き出されると、その引き出しに応じて第２カバーケー
ス３７が第１カバーケース２６から引き出されるようになっている。
【００２０】
　第２パイプ３０の接合管部３２には、図８に示すように保持パイプ５０が嵌入されてい
る。この保持パイプ５０は、第２パイプ３０と第３パイプ４０との間をシールする。
【００２１】
　保持パイプ５０の上部には、図９に示すように開口５１が形成されており、下部には穴
５２が形成されている。また、保持パイプ５０の内壁面の両側には上下に延びた一対の突
条部５５が形成されている。保持パイプ５０の先端部にはフランジ５３が形成され、この
フランジ５３の上部には長穴５４が形成されている。
【００２２】
　保持パイプ５０内には、開口５１から挿入されたリング部材（ロック部材）６０が図１
０に示すように配置されている。そして、この保持パイプ５０が図８に示すように第２パ
イプ３０の接合管部３２に嵌入され、保持パイプ５０の穴５２と第２パイプ３０の接合管
部３２の穴３５とが対向されている。
【００２３】
  リング部材６０は、その内径が第３パイプ４０の外径より大きく設定されており、図９
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に示すように、内周壁面（内壁面）６０Ａの下部に設けた方形状の突起（第１突起）６１
と、外周壁面の下部に設けた突起６２（図１０参照）とを有している。また、外周壁面の
上部には傾斜面６３ａを有する傾斜突起６３が設けられており、この傾斜突起６３の前方
側（図９において左側）のその上部には図１１に示すように一対の切欠６５が設けられて
いる。そして、この一対の切欠６５で挟まれる部分がその切欠６５により上下方向に弾性
を有する係止片６６となっており、この係止片６６に係止穴（第１凹部）６４が形成され
ている。この係止穴６４と突起６１とはほぼ対向した位置にある。
【００２４】
　また、リング部材６０の外周壁面の両側方には上下方向に延びた一対のガイド溝６７が
形成されており、この一対の各ガイド溝６７の両側にはリブ６８が形成されている。そし
て、一対の各ガイド溝６７には保持パイプ５０の突条部５５が係合され、リング部材６０
が保持パイプ５０内でその突条部５５に沿って上下動、すなわち径方向に移動可能となっ
ている。
【００２５】
　リング部材６０の突起６２には、図３に示すように、第２パイプ３０の接合管部３２の
穴３５内に配置されたスプリング（付勢手段）Ｐの一端が取り付けられている。このスプ
リングＰの他端は、第２パイプ３０の飾りリングＫに当接部材Ｔを介して保持されている
。リング部材６０はスプリングＰにより上方に付勢されている。
【００２６】
　そして、図８に示す保持パイプ５０およびリング部材６０内には、図１２に示す第３パ
イプ４０の後部４０Ｂが差し込まれて第２パイプ３０内に挿入されている。リング部材６
０は、その内径が第３パイプ４０の外径より大きいことにより、保持パイプ５０内で上下
動可能となっている。そして、リング部材６０とスプリングＰとでロック手段が構成され
ている。
【００２７】
　第３パイプ４０は、図１３（Ａ）に示すように、先端部（図１３において左端部）に形
成された大径の接続管部４１を有している。この接続管部４１は接続アダプタ１０２が接
続される。また、第３パイプ４０の接続管部４１の後方の上部には係止突起（第２突起）
４２が形成され、第３パイプ４０の後部側の下部には係合凹部（第２凹部）４３が形成さ
れている。
【００２８】
　係止突起４２は、図１３（Ｂ）に示すように右側に傾斜面４２ａを有し、左側が起立し
た起立面４２ｂとなっている。
【００２９】
　第３パイプ４０が第２パイプ３０から引き出されて図１２に示す伸長位置に移動される
と、リング部材６０がスプリングＰの付勢力により上方に移動して、図１４に示すように
リング部材６０の突起６１が第３パイプ４０の係合凹部４３に係合して、第３パイプ４０
が第２パイプ３０にロックされるようになっている。このとき、リング部材６０の傾斜突
起６３が第２パイプ３０の第１上壁部３２Ａａの位置から上に突出されるようになってい
る。
【００３０】
　また、第３パイプ４０が第２パイプ３０内の収納位置へ収納されると、第２パイプ３０
が第１パイプ２１内に収納されている場合、図１５および図１６に示すように、リング部
材６０の係止穴６４に第３パイプ４０の係止突起４２が係合して第３パイプ４０が第２パ
イプ３０にロックされるようになっている。
【００３１】
　第３パイプ４０の先端部には、図２ないし図４に示すように、スタンドストッパ４５が
取り付けられており、このスタンドストッパ４５の上部には第３カバーケース４７の先端
部側が固定されている。この第３カバーケース４７の後部側は第２カバーケース３７内に
挿入されており、第３パイプ４０が第２パイプ３０から引き出されると、その引き出しに
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応じて第３カバーケース４７が第２カバーケース３７から引き出されるようになっている
。
【００３２】
　そして、第１カバーケース２６と第２カバーケース３７と第３カバーケース４７内には
図示しない一対の給電線コイルが配設され、第１，第２，第３カバーケース２６，３７，
４７の伸縮に応じて各給電線コイルが伸縮するようになっており、各給電線コイルの一端
は手元操作管１７および集塵ホース１５内に配設された図示しない給電線を介して掃除機
本体１１内の電源回路（図示せず）に接続され、各給電線コイルの他端は接続アダプタ１
０２および接続管１０１内に配設された図示しない給電線を介して吸込口体１００のモー
タＭに接続されている。
【００３３】
　また、第３カバーケース４７の先端部４７Ａにはクランプ４８が設けられており、この
クランプ４８の操作により第３パイプ４０と接続アダプタ１０２との接続をロックしたり
そのロックを解除したりするものである。
【００３４】
　　［動　作］
　次に、上記のように構成される電気掃除機の動作について説明する。
【００３５】
　掃除を行う場合、先ず、クランプ部材２３による第２パイプ３０のロックを解除して、
図１８に示すように第２パイプ３０を第１パイプ２１から所定の伸長位置に引き出し、第
３パイプ４０を第２パイプ３０から伸長位置に引き出す。第３パイプ４０が伸長位置に引
き出されると、スプリングＰの付勢力によりリング部材６０の突起６１が第３パイプ４０
の係合凹部４３に係合して、第３パイプ４０が第２パイプ３０にロックされる。なお、第
２パイプ４０はクランプ部材２３により第１パイプ２１にロックされている。
【００３６】
　そして、手元操作管１７の操作部１７Ａの強弱スイッチＳａ，Ｓｂを操作すれば、電動
送風機１３が駆動されて吸込口体１００から塵埃が吸引されていく。
【００３７】
  掃除が終了して掃除機１０を収納する場合、延長管２０を収縮させるが、この延長管２
０の収縮の仕方について説明する。
【００３８】
　先ず、図１９に示すように、第３パイプ４０を伸長させた第２パイプ３０を第１パイプ
２１内に収納させていく。この収納により、第１パイプ２１の操作片２５の先端部２５Ａ
が第２パイプ３０の接合管部３２の隙間３３内に挿入されていき、この操作片２５の先端
部２５Ａがリング部材６０の傾斜突起６３の傾斜面６３ａに当接する。そして、さらに第
２パイプ３０が第１パイプ２１内へ押し込まれていくと、その操作片２５の先端部２５Ａ
がリング部材６０の傾斜突起６３を下方へ押圧していくことになる。
【００３９】
　このため、図２０に示すようにリング部材６０がスプリングＰの付勢力に抗して下方に
押し下げられていき、リング部材６０の突起６１が第３パイプ４０の係合凹部４３から外
れ、第３パイプ４０のロックが解除される。
【００４０】
　このロックの解除は、第１パイプ２１の操作片２５の先端部２５Ａに傾斜面２５ａが形
成され、リング部材６０の傾斜突起６３に傾斜面６３ａが形成されていることによりスム
ーズに行うことができる。
【００４１】
　そして、第３パイプ４０を第２パイプ３０内へ押し込んで収納位置へ収納させていくと
、図１６に示すように、第３パイプ４０の係止突起４２がリング部材６０の係止穴６４に
係合して第３パイプ４０が第２パイプ３０にロックされる。第３パイプ４０の係止突起４
２に傾斜面４２ａが形成され、係止穴６４を設けたリング部材６０の係止片６６は弾性を
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有していることによりそのロックはスムーズに行うことができることになる。
【００４２】
　第１パイプ２１の操作片２５の先端部２５Ａは、図１６に示すように、リング部材６０
の傾斜突起６３の上に乗り上げた状態になっていることにより、リング部材６０の上方へ
の移動が阻止され、このためそのロックは解除できないようになっている。また、第３パ
イプ４０の係止突起４２に起立面４２ｂが形成されているので、第３パイプ４０を左方向
（図１６において）へ引っ張ってもそのロックは解除されない。
【００４３】
　このロックを解除するには、図１７に示すように第２パイプ３０を第１パイプ２１から
左方向へ引き出す。この引き出しにより、第１パイプ２１の操作片２５の先端部２５Ａが
第２パイプ３０の接合管部３２の隙間３３から抜け、リング部材６０がスプリングＰ（図
３参照）の付勢力により上方に移動し、第３パイプ４０の係止突起４２がリング部材６０
の係止穴６４から外れ、ロックが解除される。そして、第３パイプ４０は第２パイプ３０
に対して引き出し可能となる。
【００４４】
　このように、リング部材６０を上下方向（径方向）に移動させて、第３パイプ４０をロ
ックしたり、そのロックを解除したりするものであり、スプリングＰの付勢力で第３パイ
プ４０をロックさせるものでないので、スプリングＰの付勢力を強くする必要がなく、こ
のため第３パイプのロック操作やロック解除操作は簡単に行うことができ、しかもスプリ
ングＰの付勢力で第３パイプ４０をロックさせるものでないことにより、大きな力を必要
とせずに第３パイプ４０の伸縮操作を行うことができる。また、第２パイプ３０をクラン
プ部材２３でロックするようにしてあるものであるから、第２パイプ３０も大きな力を必
要とせずにその伸縮操作を簡単に行うことがでる。
【００４５】
　上記実施例は、３段の延長管２０について説明したがこれに限定されるものではなく、
例えば４段の延長管であってもよい。また、リング部材６０はリング状になっているがこ
れに限るものではなく、例えばＣ字状やコ字状であってもよい。
【００４６】
　なお、第３パイプ４０の吸込側の先端が先細り形状であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】この発明に係る電気掃除機の外観を示した斜視図である。
【図２】収縮させた延長管の一部を示した斜視図である。
【図３】図２に示す延長管の拡大断面図である。
【図４】図２に示す延長管の断面斜視図である。
【図５】第１パイプとシールパイプとを示した斜視図である。
【図６】第１パイプにシールパイプを接続した断面図である。
【図７】第２パイプを示した断面図である。
【図８】リング部材を配置した保持パイプを第２パイプの先端部に嵌入させた状態を示し
た断面図である。
【図９】リング部材と保持パイプとを示した斜視図である。
【図１０】リング部材を配置した保持パイプを示した断面図である。
【図１１】（Ａ）リング部材を示した平面図、（Ｂ）リング部材を示した側面図である。
【図１２】第２パイプに嵌入させた保持パイプおよびリング部材に第３パイプの後部を挿
入させた状態を示した断面図である。
【図１３】（Ａ）第３パイプを示した断面図、（Ｂ）第３パイプの部分拡大図である。
【図１４】伸長された第３パイプのリング部材によるロック状態を示した説明図である。
【図１５】収縮された第３パイプのリング部材によるロック状態を示した説明図である。
【図１６】第２，第３パイプを収納させた際の第３パイプのロック状態を示した断面説明
図である。
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【図１７】第２パイプを第１パイプから引き出して第３パイプのロックを解除した状態を
示した断面説明図である。
【図１８】伸長させた第３パイプのロック状態を示した断面説明図である。
【図１９】伸長させた第３パイプのロックを解除する直前の状態を示した断面説明図であ
る。
【図２０】伸長させた第３パイプのロックを解除した状態を示した断面説明図である。
【符号の説明】
【００４８】
　２０      延長管
　２１      第１パイプ
　２５      操作片
　３０      第２パイプ
　４０    　第３パイプ
　６０      リング部材

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】



(13) JP 4745076 B2 2011.8.10

【図１９】 【図２０】
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